
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































わせるかのように鋭く嗚くのかと問いかけたの る」 記しておられる。さらに、問いかけの「か」につ ても同肝を参照させていただいた。
(5)注(2)に同じ。(6)この辺り、
芭蕉が、須磨から明石へ至り、再ぴ須庖へ戻って泊して
いるという事尖（前掲惣七宛貯nri)と どのように関わり合うであろうか。或 は、凹状と「笈の小文」本文 を参照するこ によって得られるこのような侶疫は、「明石夜泊」という「虚構 が、
こ
れまで考えられて来た明確な契横のあ 芭箪�の方法であった可能性を示唆し いるかも知れない。I
(7)「これを憎みて
、弓をもておどす」とあるが、
或いはそれはむしろ
海士の「矢叫ぴ」であったかもLれない。この当時、須磨付近で樵
．の
最中に弓に矢をつがえて烏をおどすlJl実があったのかどうか確懃
出来ないでいるが、
実尿としてに、烏に向かって矢をつがえて杓す
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と
い
う
姿
よ
り
、
弓矢
を
扱
り回し
て追
い
払
う
、
さ
らに
は
、
あ
た
か
も
合
；
．
戦の「矢叫
ぴ
」
のよ
うに
漁師が
大
戸で
烏
を
追
い払う
と
い
う
姿
のほ
う
．． 
が、
烏を追い払
う
姿
と
しては、よ
り自然
かつ
合理的で
あ
る
と
恩わ
れ
る
。
(8
)
芭
煤
自
身は
、
先
にも
引
い
たよ
う
に、「古
今
集」
に
戟
る
在原行
平の
「わ
くらば
に問ふ人あらば須
磨の
浦に
藻塩た
れつ
．、
わ
ぶ
と
答
へよ
」
を「笈の小文J中に取
り入
れて
いる
。
須磨油
が、
そ
の
行平
のわぴ
し
さ
をはじめとして
、源
氏
のあはれ、
さらに
は
謡曲
「松
凪
」
の松風
・
村用のはかな
さな
どを通
じて、
文
芸的哀感
の集積す
る
場
で
あ
っ
た
こ
とは言
う
までもな
い（それ
らも
豆の小文」の
文中
に
摂取
さ
れ
てい
る）。そのように、芭熊が
歴史
的
事実とし
て
の合戦
そ
の
も
の
よ
り
、
む
し
ろ
「
平家
物
語
」
を
介し
た
俳語
的（
文
芸
的）
真実
に
触
れ
て弛
い感
慨を抱いたこ
とは磁か
で
あろ
う
．歌枕
と
い
う
地霊に感応
す
ると
で
も
称することが出来よ
うか
。確か
にその
「さぴ
し
さ
」
は、「源氏
物
包
以来
の
約
束
事と
し
て
の
「
さ
ぴし
さ
」
と
いう
、
哲わ
ば
「やつ
し
」
の開
而があったので
ある
。こ
の辺
り
、
・大
き
く
は
、
芭蕉
がそ
の紀行文
に
お
‘ して自己劇化
を
繰
り
返す
メカ
ーー
ズム
と関
わ
っ
て
くる
であ
ろ
う。
しか
し
、
それはそれと認め
た上
で、「
口を閉
じ
た
るばか
り
に
侯」
と
い
う
激し
い「寂し
さ
」
を、その一
点のみで説
明出
来
ると
は
思わな
い。
（い
し
が
み
さ
と
し一
九
八
二
年修士
謀
程修
了
新見
女子短期
大学助教授
）
研究室受贈図書罐誌目録口
匠材集
（赤羽学
）
続芭蕉俳諧の精神
（赤羽学
）
名古屋大学附属図咎館所蔵和漢古典藉目録稿
（名古屋大学附属図
世館
）
二十八品井九品詩歌・現存三十六人詩歌屏風詩研
（赤羽学
）
日本語の文法
論集町
（谷脇道彦
）
野
ざらし
紀行
・鹿烏詣
（赤羽学
）
芭蕉翁追菩之日記
（赤羽学
）
芭蕉
と
人（
赤羽学）
芭蕉俳諮の精神
（赤羽学
）
芭蕉俳蹄の精神芭蕉俳諧の精神
拾遺
（赤羽学
）
総集冗
（赤羽学
）
芭蕉俳句鐙役
（赤羽学
）
偏前海月（赤羽学
）
平安朝の結婚制度と文学
（工藤煎矩）
平安朝律令社会の文学
（工藤煎矩）
平成五年度弘前大学教育研究 内特別経費報告瞥交流の文化論
ー
さまざまな道を紫材として
ー
（平成五年度弘前大
学教育研究学内特別経費事務局）法語三人物語
・
三千凪笈さがし（赤羽学）
通路的景観と
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